
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

美容師国家試験 ② 104人 103人

人
ＪＮＥＣネイリスト技能検

定試験3級 ③ 30人 26人

日本エステティック協会
認定フェイシャルエステ

ティシャン
③ 51人 48人

日本エステティック協会
認定エステティシャン ③ 8人 8人

日本メイクアップ連盟メ
イクアップ技術検定3級 ③ 23人 16人

日本メイクアップ連盟メ
イクアップ技術検定2級 ③ 34人 28人

％

■卒業者に占める就職者の割合

％

（令和 4

12 名 5.6 ％

■中退防止・中退者支援のための取組

個別面談の実施

令和4年4月 1日時点において、在学者252名（令和4年4月1日入学者を含む）

令和5年3月31日時点において、在学者242名（令和5年3月31日卒業者を含む）

■中途退学の主な理由

家庭の事情、進路変更

就職等の
状況※２ ■就職率　　　　　　　　　： 100

令和5年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者

■就職指導内容
校内就職ガイダンス開催、職業人講話、就職活動セミナーへ
の参加、就職イベントの周知・参加促進、サロン見学参加促
進、個別面談、面接指導
■卒業者数
：

106

■主な就職先、業界等（令和4年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
美容室、エステサロン、ネイルサロン等 （令和2年度卒業者に関する令和3年5月1日時点の情報）

： 99%

■その他

年度卒業者に関する

■就職者数
：

105 人

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当する
か記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

令和4年度成績
全国理容美容学生技術大会関東地区大会　　ワインディング部
門優秀賞、敢闘賞2名、カット部門優勝

■就職希望者数
：

105 人

長期休み

■学年始：4月1日
■夏　 季：7月25日～8月31日
■冬　 季：12月25日～1月7日
■学年末：3月31日

卒業・進級
条件

履修時間数が2年間で2010時間以上、学科・実技とも定期
試験で60点以上の成績を修め、尚且つ卒業認定基準を満
たした者を卒業と認める。卒業年度においては、学期ごとの
試験に加え、卒業認定試験を行い、指導判定は本校の元美
容師国家試験委員が中心に行う。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応

・コンテスト参加　・制作発表会
・スポーツ大会　 ・国内研修旅行

各学期末に保護者を交えた三者面談を行い、就学の意思あ
る場合は補習授業を行う。

■サークル活動： 有

学期制度
■１学期：4月1日～8月31日
■２学期：9月1日～12月31日
■３学期：1月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
学科・実技とも定期試験等の基準は各教科60点とする。各
定期試験に加え、平常の学習状況、出席状況により評価す

240人 226人 0人 12人 3人 15人

- -

時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
2010 570 120 1320

認定年月日 平成28年2月19日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

衛生 衛生専門課程 総合美容科
平成19年文部科学省

告示第20号
-

学科の目的 美容室における最新の動向、技術、ニーズを修得し、即戦力になる美容師養成を目指す。

043-227-7446
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人パリ美容国際
学園

平成16年3月30日 理事長　北島　吉春
〒260-0854
千葉県千葉市中央区長洲一丁目15番12号

（電話）

パリ総合美容専門学校
柏校

平成16年3月30日 中田　裕之
〒277-0005
千葉県柏市柏３－４－７

（電話） 04-7165-8810

（別紙様式４）

令和5年7月31日※１
（前回公表年月日：令和4年7月31日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



（留意事項）
１．公表年月日（※１）　最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日と
して最新の情報を反映した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進

３．主な学修成果（※３）　認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家
資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各
認定学科における代表的な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有・無
※有の場合、制度内容を記入

学費長期分割納付制度（最長5年）、遠距離入学者支援制度

■専門実践教育訓練給付：　　　　　給付対象・非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　有・無
※有の場合、例えば以下について任意記載

（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ

http://www.pasobi.com/course-guide/generalbeauty/

中途退学
の現状

http://www.pasobi.com/course-guide/generalbeauty/


種別

①

③

（年間の開催数及び開催時期）

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

企業との連携授業について、より実践的な授業を行なうことを目的としているため、実践カットも行いつつ、シャンプー・ブローの授業
時間を増やし,就職後、即戦力になれるよう技術の向上を目指したカリキュラム編成をしているおり、今年度は外部講師によるアップ
講習を授業に取り入れることとし、更に最新の技術を学生が学べるよう、カリキュラムを見直した。委員からは引き続き美容室（現役
の美容師）などから意見を収集し、カリキュラムを編成していく必要があると意見があり、今後も精査しつつ、カリキュラムの内容をま
とめて編成していく方針となった。

（開催日時（実績））

第１回　令和4年5月26日　16：00～16：45

第２回　令和5年2月13日　16：00～16：45

美容総合技術
原宿の有名美容室・坂巻哲也氏が主宰するapishゼミで美
容に関する最新の実践技術を学ぶ実務実習である。

株式会社
T.Sakamaki.Design.Factory（美容
室apish代表取締役　坂巻哲也）

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

apish代表の坂巻哲也氏を中心にapishで活躍する一流美容師による「実践美容技術」と「坂巻哲也ism」で最新の美容技術を学ぶも
のである。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

年度初めにアピッシュが作成したオリジナル教育カリキュラムを本校担当教員が確認し、学生が卒業後すぐにサロンで実践できる
技術と心構えを指導する授業内容とする。プロ意識や道具の使い方、最新のテクニックを学ぶプログラム。
①連携内容
　　上記アピッシュとの連携内容は以下のとおりとする。
　　１年次：各クラス年間６０時間
　　２年次：各クラス年間６０時間
　　講師：トップスタイリスト
　　委託講師費：年間５００万円
　　各実習の科目は下記のとおりとする。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の編成
を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針

企業との連携の必要性を認識し、教育課程の編成を実施するため、本校が定めた規約に基き、教育課程編成委員会を置くものとす
る。委員会は学校において実施している教育内容に関して会議を開催し、学校内においてその結果を協議し、反映する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教育課程編成委員会は本校職員と企業関係者等の外部委員から成るもので、互いの意見を十分に生かし、必要な情報の把握・分
析を行い、より良い教育課程（カリキュラム）の編成を行うもので校長直結の諮問機関として位置づけている。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

山場　研二 株式会社レッシュブ（美容室　代表取締役）

令和4年7月31日現在

名　前 所　　　属 任期

横田　剛一 SPCグローバル中央統括本部（美容業界団体）
令和4年4月1日～令和6年3
月31日（2年）

令和4年4月1日～令和6年3
月31日（2年）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（５月、2月）



・関東地区理容師美容師教職員研修協議会 地区研修会
2022年10月8日開催　対象：実技教員
内容：「Barberスタイル～テクニックとカルチャー、またその昨今～」

・apish講師による研修会　（主任講師　畑屋健一）　　　対象：実技教員
2学年実技教員　毎週木曜日16：10～16：40（年間30週）
1学年実技教員　毎週金曜日16：10～16：40（年間30週）
内容：最新の技術や最新の美容器材・薬剤等の情報伝達や解説、坂巻哲也の美容に対する考え方（坂巻ism）について

・関東地区理容師美容師教職員研修協議会 地区研修会
期間：2023年10月13日、14日開催予定　対象：実技教員

・apish講師による研修会　（主任講師　畑屋健一）　　　対象：実技教員
2学年実技教員　毎週木曜日16：10～16：40（年間30週）
1学年実技教員　毎週金曜日16：10～16：40（年間30週）
内容：最新の技術や最新の美容器材・薬剤等の情報伝達や解説、坂巻哲也の美容に対する考え方（坂巻ism）について

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（９）法令等の遵守 法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流

（６）教育環境 教育環境
（７）学生の受入れ募集 学生の受入募集
（８）財務 財務

（３）教育活動 教育活動
（４）学修成果 学修成果
（５）学生支援 学生支援

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 教育理念・目的・育成人材像
（２）学校運営 学校運営

②指導力の修得・向上のための研修等

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、評
価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係
（１）学校関係者評価の基本方針

本校の教育活動や学校運営に関する自己評価を行い、その評価結果を本校教員と関係分野の企業関係者や美容業界団体関係
者等の外部委員から成る学校関係者評価委員会で評価をし、改善すべきところは改善し、その評価結果を積極的に情報公開する
ことを基本方針とする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

②指導力の修得・向上のための研修等

（３）研修等の計画

①専攻分野における実務に関する研修等

・関東地区理容師美容師教職員研修協議会 地区研修会
期間：2023年10月13日、14日開催予定　対象：実技教員
・理容師美容師試験研修センター
期間：2023年7月末～8月開催予定　衛生管理教員資格取得研修

・日本理容美容教育センター研修会
期間：2022年6月6日～2022年6月17日　対象：受講資格該当教員
内容：美容師養成施設における香粧品化学の教員資格取得のための研修

・関東地区理容師美容師教職員研修協議会 地区研修会
期間：2022年10月8日　対象：実技教員
内容：「教育現場に必要とされるコミュニケーション能力」「身も心もリフレッシュ」

・理容師美容師試験研修センター
期間：2023年7月末～8月開催予定　衛生管理教員資格取得研修

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記
教員に必要な知識、技能等を修得させ、実務や能力・クラス運営方法の向上を目的として研修規程に基づき、必要な研修を行う。具
体的には、理美容教育団体や企業が実施する研修へ参加し、基本能力・専門技術の修得を行う。また、教員の技術研修は本校の
赤海副校長が担当し、教員の実技の発展による授業内容の工夫や改善に努める。研修を担当する赤海は都内の美容学校を含
め、実技教員として20年以上のキャリアを持っており、元国家試験委員でもあり、本校の実習教員の研修を担当するものとしては最
適任者である。尚、本校の実技指導の教員は、全て美容所での実務経験者（３年以上）である。実技以外の指導力の研修について
は、理美容教育団体や企業が実施する研修へ参加し、指導力の修得・向上に取り組んでいる。

（２）研修等の実績

①専攻分野における実務に関する研修等



種別
美容業界
団体役員
美容室経
営者

URL:http://www.pasobi.com/information/
公表時期：令和5年7月31日

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 財務
（９）学校評価 自己評価・学校関係者評価
（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境 教育活動・教育環境
（６）学生の生活支援 学修支援
（７）学生納付金・修学支援 学生の受入募集・学生支援

（２）各学科等の教育 教育活動
（３）教職員 学校運営
（４）キャリア教育・実践的職業教育 教育活動・学修成果

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
学校関係者に本校への理解を深めてもらい、連携・協力の推進をする為、生徒、保護者、生徒の主な就職先であるサロンなどの美
容業界、さらに入学希望者や高等学校・中学校等の関係教育機関に本校の教育活動・学校運営の情報を積極的に提供していくも
のとする。
（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目
（１）学校の概要、目標及び計画 教育理念・目標

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関する
情報を提供していること。」関係

URL:http://www.pasobi.com/information/　

令和5年7月31日

横田　剛一 SPCグローバル中央統括本部
令和4年4月1日～令和6年3
月31日（２年）

山場　研二 株式会社レッシュブ
令和4年4月1日～令和6年3
月31日（２年）

（３）学校関係者評価結果の活用状況

教育理念・目的・育成人材像について「④学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが学生・保護者等に周知されている
か」について、自己評価においても周知が十分ではないと評価しており、学校関係者評価委員からも同様に見直しと見直した結果を
実行する必要がある旨の意見があったため、保護者等により効果的に学校に対する理解を深めてもらえるよう、紙媒体での周知方
法を実行するなど改善を行う。尚、今後も委員の意見や協会との連携により、教育活動・学校運営を精査し、改善・反映していくもの
とする。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

　　　令和４年７月３１日現在

名　前 所　　　属 任期
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習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
関係法規・制
度

美容師の業務に関する法規・制度。公衆衛
生を担う美容師の社会的責務について学
ぶ。

1
通

30 ○ ○ ○

○ 衛生管理
公衆衛生、感染症、環境衛生、消毒の意義
と衛生管理技術について学ぶ。

1･
2
通

90 ○ ○ ○ ○

○ 保健
人体の構造及び機能、皮膚及び皮膚付属器
官の構造及び機能と疾患・保健衛生につい
て学ぶ。

1･
2
通

90 ○ ○ ○ ○

○ 香粧品化学
美容で使用する機械器具の取扱い、香粧品
の正確な科学的知識と合理的な取扱方法を
学ぶ。

1･
2
通

60 ○ ○ ○

○ 文化論
美容業に必要な美的感覚、表現力を磨く。
美容の歴史について学ぶ。

1･
2
通

60 ○ ○ ○

○ 美容技術理論
美容器具の種類、使用目的、手入れ方法、
美容技術を衛生的、能率的に実践する基礎
技術について学ぶ。

1･
2
通

150 ○ ○ ○

○ 運営管理
美容業における経営管理手法、接客、経営
戦略について学ぶ。

2
通

30 ○ ○ ○

○ 美容実習
美容の業務を安全かつ効果的に実施する基
本的技術の習得。サロンで必要な総合技術
について学ぶ。

1･
2
通

900 ○ ○ ○

○
現代社会基礎
知識

現代社会で起こった事柄を学ぶ、幅広い知
識を修得する。

1･
2
通

60 ○ ○ ○

○
ネイル＆メイ
ク又はカット
選択

ネイル＆メイク技術の理論、化粧品（薬
品）の使用方法、技術の取得又はサロンで
役立つ応用的なカット技術の修得。

1･
2
通

150 ○ ○ ○

○
エステティッ
ク又はカット
選択

エステティック技術の理論や技術において
用いられる薬剤や機器の使用方法、技術の
修得又はサロンで役立つ応用的なカット技
術の修得。

1･
2
通

150 ○ ○ ○

○ 美容総合技術
原宿の有名美容室・坂巻哲也氏が主宰する
apishゼミで美容に関する最新の実践技術を
学ぶ実践実習である。

1･
2
通

120 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 総合演習理論
美容師国家試験課題についての演習を行
う。

1･
2
通

120 ○ ○ ○

　　13　科目

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。
２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

（留意事項）

授業科目等の概要

（衛生専門課程総合美容学科）令和4年度
分類

授業科目名 授業科目概要

教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 2010単位時間(    67  単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所

履修時間数が2年間で2010時間以上、学科・実技とも定期試験で60点以上の成績を
修め、尚且つ卒業認定基準を満たした者を卒業と認める。卒業年度においては、
学期ごとの試験に加え、卒業認定試験を行い、指導判定は本校の美容師国家試験
委員が中心に行う。

１学年の学期区分 3期

１学期の授業期間 12週


